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「
わ
く
わ
く
農
業
体
験
モ
デ
ル
事
業
」
モ
デ
ル
校
の
安
塚
・
羽
生

田
両
小
学
校
で
、
一
年
間
の
収
穫
を
喜
ぶ
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
収
穫
祭
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
お
米
や
サ

ツ
マ
イ
モ
、
大
根
な
ど
を
使
っ
て
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
焼
い
も
、
お
で
ん

な
ど
が
作
ら
れ
、
協
力
し
て
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
喜
び
と
収
穫
の
喜

び
を
昧
わ
っ
て
い
ま
し
た
。



使われ方
(平成８年９月３０日現在)
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ｉ　町で

ｌしてい

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾1

は

、

みなさんに町の財政状況を正しく理解Ｉ

ただくとともに

、

納められた税金や国

・

県｜

･･･■．･＿　■　-_＿　･■■　■　　　　　　－　ａ　－　　　　　　｀　　

ｌ

支出金がどのように使われているかを知っていた

だくために、「財政状況の公表に関する条例」に

基づき、年に２回（６月・12月号広報）公表して

います。
　今回は、

９月30日）

します。

平成８年度上半期（平成８年４月から

の収入・支出の状況についてお知らせ

二予算現額

際扇ｍ上半期収入・支出額

二内は収入・支出額
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()一般会計歳入歳匿状況

　二

　　繰入金

4億6,010万6千円

3億

ごk]宍昔仁

円　尚　5,166万7千円

　　町　債

　3億4,860万円

予算総額104億5,719万8千円

①陽見回①

　　[二回□

ミレ
　　万端　　9,717万1千円　　　　　づ　づ　　二

　　　　　　　　　　　　　　　収入済額51億5,492万9千円　　支出済額33億9,216万2千円
一一

　　3億1,
禁ご昌

千円　　　　　　　　爽3億8'490万

　　2億3,
諮万回ふ千円　　　2,784万7千円

し_．　ｨtJおjtﾂﾝjﾌﾔﾔ　　I尚　1億828万4千円

　　自質問昌ｻ一　四回匹レ

　　几昌諮け‾lj　　　白白回〕

　　竺言言２匹

　犬こ)

　二大

　m　ここ

　特別地方消費税交付金　ｻﾞ⊇ビコ

ニレニニノ 歳出　災泌



３

整
備
の
進
む
御
用
水
通
り

ノ国民健康保険≒
予算額

収入済額

支出済額

24億2,031万5千円

　10億4,354万円

　8億544万2千円

瀞公共下水道事業參

予算額　19億7,627万ｱ千円

収入清韻　2億6,866万1千円
支出済韻　5億6,084万8千円

ご言回回ふこ昌ご器訟以ご

当されています｡）

ｌ奨学資金一

予算額

収入済額

支出済額

　　153万円

143万8千円

142万5千円

舜老人保健事業＠

予算額

収入済額

支出済額

24億9,629万8千円

10億5,377万9千円

　9億8,318万9千円

　□農業集落排水事業□

　予算額　　13億402万9千円

　収入済額　　1億3,142万6千円

　支出済額　2億2,909万1千円

(収支の不足額は,一般会計から運用しました｡)

F成８年度上 期財政状況報告

町のお金の

ａ

言言

血

ﾂ言翁

税の負担状況

⇒

⇒

16,545円 38,754円 879円 2,181円 5､495円

町民税 固定資産税 軽自動車税 町たばこ税 都市計画税

53,173円 124､543円 2,827円 ﾌ,009円 17加1円

　　　こう水道

囲懸崖

予算額4億9,922万9千円

事業爪]

[無類皿]

予算額5億2,982万9千円
事業収益4億4,907万3千円　資本的収入　　　545万8千円

事業費用3億3,662万6千円資本的支出　　5,981万9千円

資本的収支の収入が支出額に対して不足する額は，当年度分損益勘定留保資金及び建設

改良積立金で補てんしました。



国
会
議
事
堂
参
議
院
講
堂
に

羽
生
田
小
学
校
全
児
童
（
9
8
人
）
の

澄
ん
だ
調
べ
が
響
き
わ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
月
2
1
日
）

自
分
の
町
で
出
し
た
ご
み
は
、
自
分
の
町

で
処
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
「
壬
生
町
環

境
セ
ン
タ
ー
」
が
竣
工
。
（
３
月
2
2
日
）

「’‾’･‾‾‾‾‾’‾‾‾‾‾‾‾‾‾:”‾‾‾’‾‾･‾f･‾‘‘‾‘.゛.‾‾‾‾‾‾‾胃１

１　　　、．　　　　　‥‥‥‥‥‥　　‥　：･：・ ･．．･．　　……：………　　　　｜

　師走に入り、ことしも残1り少なくなり

ました。

｜

‐
‐

｜

｜

｜

‾W･

壬
生
町
総
合
公
園
に
春
風
に
誘
わ
れ
て

気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぎ

ま
し
た
。
（
４
～
５
月
中
句
）

安塚バイパスが４月26日開通、栃木街道安塚地内の渋滞が

緩和されました。

１
月

５
日
・
賀
詞
交
歓
会

1
5
日
・
成
人
式
（
６
４
１
入
が
新
成
入
社

2
7
日
・
生
涯
学
習
町
民
の
つ
ど
い

２
月

３
口
・
立
志
式
（
壬
生
・
南
犬
飼
中
）

７
口
・
老
人
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
及
び
作
品
展

1
7
口
・
女
性
の
つ
ど
い

１
８
口
・
第
９
回
町
綱
引
き
大
会

２
１
口
・
羽
生
田
小
学
校
、
国
会
議
事
堂
参

　
　
　
議
院
講
堂
で
全
校
児
童
の
合
奏
を

　
　
　
披
露

2
4
口
・
公
民
館
、
貢
料
館
ま
っ
り
Ｔ
長
石
）

　
　
・
壬
生
町
消
費
生
活
展
Ｔ
長
百
）

2
5
口
・
第
1
0
回
町
民
剣
道
犬
会

２
６
口
二
士
生
町
壬
生
北
部
土
地
区
圃
整
理

　
　
　
事
業
竣
工
記
念
式

３
月

２
日
・
町
消
防
団
第
２
分
団
第
４
部
器
具

　
　
　
置
場
、
詰
所
完
成

５
日
・
第
１
回
定
例
議
会
Ｔ
ら
日
）

Ｈ
日
・
卒
業
式
（
壬
生
・
南
犬
飼
生

1
7
日
・
北
公
民
館
ま
つ
り

1
9
目
・
卒
業
式
（
各
小
学
校
）

2
1
日
・

「
わ
ん
ぱ
く
北
っ
子
の
森
」

（
平
地
林
保
全
対
策
事
業
）
完
成

2
2
口
・
壬
生
町
環
境
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

一
一
丿
日
・
保
育
園
卒
図
式

2
8
日
・
認
定
農
業
者
５
名
を
認
定

４
月

５
日
・
保
育
園
入
園
式

６
口
・
慰
霊
牌
建
立
2
0
周
年
記
念
天
会

８
日
・
入
学
式
（
壬
生
・
南
天
剣
士

　
　
ｙ

９
日
・
入
学
式
（
各
小
学
校
）

2
0
日
・
総
合
公
園
に
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぐ

　
　
　
　
〒
５
月
中
言

2
1
日
・
第
1
5
回
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

2
6
日
・
安
塚
バ
イ
パ
ス
開
通
式

2
7
日
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館

　
　
　
第
１
回
企
画
展
「
日
本
の
伝
承
玩

　
　
　
具
展
」
開
催
（
～
５
月
1
9
且

５
月

３
日
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館

　
　
　
第
１
回
お
も
ち
ゃ
ふ
れ
あ
い
ま
つ

　
　
　
り
〒
５
且

１
９
日
・
第
1
3
回
町
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト

　
　
　
ン
大
会

６
月

２
日
・
環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
8
日
・
第
９
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

1
9
日
・
第
２
回
定
例
議
会
〒
長
石
）

2
2
日
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館
、
入
館
者
3
0
万

　
　
　
入
達
成

2
3
日
・
第
1
0
回
町
民
柔
道
大
会

2
7
日
・
第
７
回
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　
　
　
ル
大
会

７
月

玉
目
・
県
央
1
6
市
町
で
図
書
館
の
広
域
利

　
　
　
用
が
ス
タ
ー
ト

６
目
・
青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど
い

７
目
・
壬
生
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　
　
　
　
（
無
投
票
で
農
業
委
員
2
3
名
決
ま

　
　
　
亘

　
　
・
八
坂
祭
（
～
1
4
言

1
8
日
・
壬
生
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
開
設

2
4
目
・
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
オ
ー

　
　
　
プ
ン
か
ら
の
入
場
者
１
０
０
万
人

４
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災害時の防災活動の円滑化、相互協力体制の強化、

地域住民の防災意識の高揚を図る栃木県総合防災

訓練が38の関係機関・団体（参加人員1､416人）

が参加して、羽生田地内黒川河川敷で行われる

（９月４日）

寝たきり老人ゼロをめざし、住宅の要援護老人

やその介護者などの介護に開する相談や施設利

用の連絡調整を行う壬生町在宅介護支援センタ

ーを老人保健施設みなと荘内に開設

　　　　　　　　　　　　　　　　　(ア月18日)

昭和61年ア月21日のオー

プン以来、大勢の利用者

で賑わうふれあいプール

のオープン以来の入場者

が100万人を突破

　　　　　　　(ア月24日)

「唱歌・箱根ハ里」の作曲者、滝廉太郎は多

くの方に知られていますが、作詞者が誰か

を知る人は少ないでしよう。『「箱根ハ里」

と作詞家・鳥居　枕』展は、その作詞者で

ある郷土の先覚者・鳥居　枕について紹介、

多くの来観者で賑わいました。

　　　　　　　　　（10月19日～11月24日）

　
　
　
達
成

2
5
口
・
県
議
会
土
木
委
員
会
が
今
井
バ
イ

　
　
　
パ
ス
を
現
批
調
査

2
9
目
・
北
関
東
自
動
車
遺
事
工
事
に
着
手

　
　
・
新
Ａ
Ｌ
Ｔ
ケ
リ
ー
・
モ
イ
ン
ズ
さ

　
　
　
ん
呆
国
）
着
任

８
月

１
日
・
町
消
防
団
夏
季
点
検

　
　
・
児
童
文
化
教
室
「
宿
泊
研
修
」

　
　
　
〒
３
言

2
0
日
・
町
長
の
高
齢
者
訪
問
（
ム
八
百
）

2
3
日
・
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
〒
2
4
日
）

９
月

３
日
・
唐
川
土
地
改
良
竣
工
式

４
日
・
栃
木
県
総
合
防
災
訓
練
羽
生
田
地

　
　
　
内
を
会
場
に
行
わ
れ
る

９
日
・
第
３
回
定
例
議
会
（
～
1
3
且

　
　
・
毛
塚
重
徳
氏
、
収
入
役
に
再
任

2
0
日
・
壬
生
町
交
通
安
全
町
民
大
会

r
1
1‐
敬
老
の
つ
ど
い

2
6
日
・
認
定
農
業
者
４
名
を
認
定

1 0
月

―
日
・
第
１
２
回
壬
生
町
ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ

　
　
　
ー
大
会
（
～
９
且

1
0
日
・
第
2
6
回
町
民
歩
け
歩
け
大
会

　
　
・
第
1
8
回
壬
生
町
文
化
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
Ｈ
月
2
4
且

１
８
口
・
南
犬
飼
中
創
立
5
0
周
年
記
念
式
典

1
9
日
・
第
９
回
企
画
展
「
箱
根
ハ
里
と
作

　
　
　
詞
宗
鳥
居
　
詫
」
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
１
１
月
2
4
且

2
0
日
・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
参
議
院
栃

　
　
　
本
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙

　
　
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館
写
真
展

　
　
　
「
お
も
ち
ゃ
の
思
い
出
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｈ
月
１
０
穏

2
3
日
・
睦
小
町
指
定
研
究
校
公
開
研
究
発

　
　
　
表
会

晋
∵
全
欧
婦
人
消
防
操
法
大
会
、
壬
生

　
　
　
町
婦
人
消
防
隊
出
場
（
横
浜
市
）

2
6
日
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館

　
　
　
第
１
回
お
も
ち
ゃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
2
7
穏

2
7
日
・
第
６
回
壬
生
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
　
　
ン
大
会

３
１
日
・
榎
本
和
平
教
育
長
、
中
里
見
放
教

　
　
　
育
委
員
長
任
期
満
丁
退
任

‥
日
月

上
目
・
自
治
功
労
者
2
5
名
を
表
彰

３
目
・
お
も
ち
や
博
物
館
無
料
開
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
４
且

　
　
・
第
1
4
回
総
合
産
業
ま
っ
り

４
口
・
第
Ｈ
回
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り

1
0
目
・
第
1
2
回
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

　
　
　
会
（
口
口
）

1
4
日
・
町
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進

　
　
　
委
員
会
発
足
（
第
三
期
む
ら
づ
く

　
　
　
り
対
策
事
業
開
始
）

2
3
目
・
町
消
防
団
通
常
点
検

2
4
口
・
第
５
回
健
康
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

2
6
日
・
　
「
町
長
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
」
４
会

　
　
　
場
で
実
施
孤
百
）

2
9
日
・
第
1
0
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

１
２
月

―
日
・
栃
木
県
知
事
選
挙
、
栃
木
県
議
会

　
　
　
議
員
（
下
都
賀
郡
北
部
選
挙
区
）

　
　
　
補
欠
選
挙

４
目
・
第
４
回
定
例
議
会
Ｔ
八
百
）

1
8
日
・
壬
生
小
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
器
間

　
　
　
通
記
念
式
典

５



　
町
消
防
団
（
梁
島
安
男
団
長
以
下
団

員
２
０
３
名
）
は
、
火
災
シ
ー
ズ
ン
を

控
え
、
い
ざ
と
い
う
と
き
団
員
が
▽
凡

と
な
り
正
確
か
つ
迅
速
な
消
火
活
動
を

行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
日
月
2
3
日
、

壬
生
小
学
校
校
庭
で
通
常
点
検
を
行
い

ま
し
た
。

　
点
検
は
、
斎
藤
侍
衛
県
出
納
長
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
来
貢
の
見
守
る
中
、

午
前
８
時
3
0
分
、
点
検
者
清
水
町
長
の

点
検
者
宣
言
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
梁
島

団
長
の
指
揮
の
も
と
、
団
員
は
終
始
機

敏
な
動
作
で
人
員
・
服
装
、
機
械
器
具
、

ポ
ン
プ
操
法
、
放
水
の
点
検
を
受
け
ま

し
た
。

　
団
員
は
、
日
ご
ろ
の
鍛
練
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
、
消
防
組
織
の
充
実
ぶ
り

を
町
内
外
の
関
係
者
に
披
露
、
点
検
者

よ
り
「
極
め
て
良
好
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
も
４
万
町
民
の
付
託
に
応

え
る
た
め
精
進
を
願
い
た
い
」
と

の
講
評
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
席
で
功
績
・
功
労

の
優
れ
た
団
員
や
永
年
勤
続
者
、

優
良
部
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
永

年
勤
続
消
防
団
員
夫
人
や
退
団
者
、

防
火
貯
水
槽
土
地
提
供
者
、
消
火

協
力
者
、
火
の
見
櫓
土
地
協
力
者

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
壬
生
小
よ
り
壬
生
交

番
ま
で
分
列
行
進
を
行
い
点
検
を

終
了
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
賂
・
順
不
同
）

｀W

♂
％
％
％
％
％
％
％
ン
♂
♂
♂
ｃ
％
％
♂
く
％
％
％
？
♂
％
ン
♂
♂
♂
％
％
％
♂
く
％
％
％
ン
♂
♂
％
％
♂
♂
♂
♂
ｉ
％
％
％
％

副
賞
軟
�

図
詣
言
言
言
回
言
冷
謳
…
…
…
Ｉ
Ｅ
い
Ｉ
い
ｌ
ａ
肖
溺
丿
鼎
１
〃
〃
〃栃

木
県
消
防
協
会
長
表
彰

3
5
年
　
団
　
長

2
0
年
　
第
３
分
団
長

　
　
　
第
１
分
団
長

1
0
年
　
第
尋
問
写
副
長

梁
島

吉
岡

関
本

清
野

点
検
者
・
清
水
町
長
よ
り

　
　
　
服
装
点
検
を
受
け
る
団
員

安
男

柴和
夫

信
夫

　
栃
木
県
消
防
協
会

　
　
下
都
賀
支
部
長
表
彰

▼
功
績
章

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員
　
粂
川
　
和
俊

▼
勤
続
章
　
５
年

　
〈
第
１
分
団
〉

第
２
部
団
員

第
３
部
部
長

第
３
部
団
員

第
４
部
団
員

々　ク

　
　
　
第
５
部
団
員

〈
第
２
分
団
〉

　
　
　
第
３
部
部
長

　
　
　
第
３
部
班
長

〈
第
３
分
団
〉

　
　
　
第
２
部
部
長

　
　
　
第
３
部
部
長

　
　
　
第
３
部
班
長

　
　
　
第
４
部
団
員

　
　
　
第
５
部
団
員

粕
尾

邦
彦

敗
葉
　
光
男

荒
川
　
千
裕

森
田
　
力

長
　
　
敏
弘

橋
本
　
博
幸

小
谷
野
修
一

板
橋
　
壽

別
井

山
口

重
和

節
夫

大
関
　
一
弘

川
又
　
信
治

荒
川
　
浩
樹

粂
川
　
栄
治

古
葉
清
一

増
山
三
千
男

　
壬
生
町
長
表
彰

▼
功
績
章

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員
　
粂
川
　
和
俊

▼
勤
続
章

　
3
5
年
・
2
0
年
・
1
0
年

　
（
栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
と
同
且

　
　
　
）

　
５
年

　
（
栃
水
県
消
防
協
会
ド
都
賀
支
部
長
長
彰
と
同
じ
）

▼
優
良
部
及
び
努
力
の
部

【
優
良
部
】

　
・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
１
部

　
・
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
４
部

【
努
力
の
部
】

　
・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

６



　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
５
部

・
小
型
勣
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
３
部

　
感
謝
状
贈
呈

〔
永
年
勤
続
消
防
団
員
夫
人
〕

　
第
１
分
団
長
　
関
本
和
夫
令
夫
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
本
　
市
子

　
第
３
分
団
長
　
吉
岡
螢
令
夫
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡
　
千
恵

〔
平
成
７
年
度
退
団
者
〕

〔
消
火
協
力
者
〕

　
　
　
　
杢
匹
忠
昭
（
西

　
　
　
　
町
田
　
友
彦
（
落

　
　
　
　
佐
藤
京
子
（
落

杉
渾
　
靖
治
ほ
か
４
７
‥
名
　
　
〔
火
の
見
櫓
土
地
協
力
者
〕

〔
防
火
貯
水
槽
土
地
提
供
者
〕

　
　
　
　
　
壬
生
地
区
　
大
祭
　
宗
二

奮
圖
に
ぞ
の
力
を
披
露

　
日
本
消
防
協
会
主
催
の
第
1
2
回
全
国

婦
人
消
防
操
法
犬
会
が
1
0
月
2
4
日
、
神

奈
川
県
横
浜
市
日
本
消
防
協
会
中
央
消

防
訓
練
場
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
4
7
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
栃
木
県
を
代
表
し
て
出
場
し
た
壬
生
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町
婦
人
消
防
隊
（
大
畑
ト
シ
隊
長
）
は
、

３
ヵ
所
同
時
並
行
で
行
わ
れ
た
競
技
会

の
第
３
コ
ー
ス
６
番
目
に
登
場
、
指
揮

者
の
「
操
作
始
め
」
の
号
令
で
競
技
に

臨
み
、
タ
イ
ム
は
5
6
秒
７
２
を
記
録
、
惜

し
く
も
入
賞
を
逃
し
た
も
の
の
全
国
に

そ
の
レ
ペ
ル
の
高
さ
を
披
露
、
見
事
敢

闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
壬
生
町
婦
人
消
防
隊
は
、
壬
生
町
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
会
員
で
編
成
さ
れ
、
ポ

ン
プ
や
ホ
ー
ス
を
手
に
す
る
の
が
初
め

て
の
人
ば
か
り
。
ま
さ
に
、
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
こ
の
大
会
に
向

け
て
、
消
防
壬
生
分
署
・
安
塚
分
遣
所

の
指
導
の
も
と
、
４
月
か
ら
の
半
年
間
、

連
日
猛
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

◇
壬
生
町
婦
人
消
防
隊
隊
員
名
簿

　
・
隊
　
長
　
　
大
畑
　
ト
シ

　
・
副
隊
長
　
　
坂
田
　
壽
子

　
・
指
揮
者
　
　
大
橋
　
和
枝

部

｀ヽ-../

合

心/

合

心/

大
橋
　
鴻
一
　
（
福
相
胆

∴
香
具

・
二
番
負

心
番
長

・
四
香
具

高
山

田
中

栗
橋

山
田

壬
生
町
婦
人
消
防
隊

啓
子

貴
子

和
江

キ
ク
エ

　
郷
土
の
人
々

「
近
世
壬
生
の
画
人
た
ち
」
（
ハ
）

　
　
　
洲
本
　
湖
峯
（
ふ
ち
も
と
　
こ
ほ
う
）

　
　
　
　
　
１
８
６
１
年
（
文
久
元
年
）
～
１
９
２
５
年
（
大
正
１
４
年
）

　
　
諜
は
正
国
、
字
は
鎖
太
郎
と
い
い
、

　
壬
生
藩
士
湖
水
藤
一
郎
疋
定
の
長
男
と

　
し
て
、
文
久
元
年
（
１
８
６
１
年
）
1
2

　
月
８
日
壬
生
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
系
図
に
よ
る
と
、
絵
は
南
画
家
の
中

「
高
杉
陰
に
学
ん
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
他

一
の
画
人
だ
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
狩
野
派

一
の
基
本
的
な
習
字
か
ら
折
衷
的
な
画
風

一
と
、
最
も
典
型
的
な
南
面
体
の
類
型
化

一
し
か
画
風
と
み
ら
れ
ま
す
。

一
　
詳
細
な
こ
と
は
不
明
で
す
が
、
若
い

　
う
ち
か
ら
壬
生
を
出
て
東
京
の
小
石
川

　
辺
り
に
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
南
面

　
系
の
展
覧
会
な
ど
に
も
出
品
し
た
と
思

　
い
ま
す
が
画
歴
な
ど
に
つ
い
て
は
現
在

　
の
と
こ
ろ
そ
の
資
料
が
見
当
た
り
ま
せ

　
ん
。

　
　
父
の
正
定
は
雄
峯
と
号
し
て
、
書
法

を
中
国
の
「
文
学
書
画
」
の
天
才
と
称

さ
れ
た
趙
千
晶
（
趙
孟
碩
）
に
私
淑
し

ｆ
喬
社
命
ｆ
ｓ
’
‘
爽

釧
糾
斜

。
ぶ
斜
が
ｔ

書
法
を
学
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
ち
な
み

に
拍
子
昴
の
書
風
は
我
が
国
の
書
道
界

に
も
強
い
影
響
を
与
え
た
偉
大
な
文
人

で
す
。

　
雄
羊
は
本
陣
松
本
甘
暁
の
章
寿
の
大

姉
「
甘
暁
隠
者
長
寿
碑
銘
」
の
文
章
を

作
り
、
篆
隷
書
体
６
３
９
字
に
及
ぶ
大

変
な
内
容
の
碑
文
を
書
い
て
い
ま
す
。

学
殖
文
才
の
豊
か
な
人
で
、
書
を
甘
暁
一

に
指
導
し
た
と
自
ら
記
し
て
い
ま
す
か

ら
、
か
な
り
の
自
負
心
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　
湖
峯
は
、
犬
正
1
4
年
（
１
９
２
５
年
）

８
月
７
日
に
6
4
歳
で
没
し
ま
し
た
。

　
菩
提
寺
は
、
東
京
都
・
光
円
寺

③
父
、
雄
峯
は
壬
生
学
舎
（
現
壬
生
小

学
校
）
　
の
初
代
校
長

次
回
は
、
渡
辺
観
風
で
す
。

(春景山水図)
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清
水
町
長
か
ら
め
い
ぐ
る
み
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
3
5
万
人
目
の
廣
瀬
秀
明
く
ん

　
昨
年
４
月
2
3
日
の
開
館
以
来
、
大
ぜ

い
の
来
観
者
で
に
ぎ
わ
う
お
も
ち
ゃ
博

物
館
の
延
べ
入
館
者
が
Ｈ
月
2
4
日
、
3
5

万
人
一
め
で
た
く
3
5
万
人
目
に
な
ら
れ

た
の
は
、
宇
都
宮
市
若
桧
原
１
－
2
0
－

２
　
廣
瀬
秀
明
く
ん
（
亘
威
ご
を
突

破
し
ま
し
た
。

　
お
も
ち
ゃ
博
物
館
の
来
館
者
を
大

人
、
子
ど
も
別
に
見
て
み
ま
す
と
大
人

の
方
が
全
体
の
６
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
ご
年
配
の
婦
人
団
体
や
老
人
ク
ラ

ブ
の
人
た
ち
の
ご
来
館
も
多
数
あ
り
、

休
日
の
ご
来
館
者
の
中
に
は
、
同
博
物

館
主
催
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
教
室
や
祈

り
紙
教
室
な
ど
、
各
種
イ
ペ
ン
ト
ヘ
の

参
加
の
親
子
逓
れ
も
多
く
、
最
近
で
は
、

ミ
二
四
駆
を
楽
し
ん
で
い
る
親
子
の
姿

も
多
数
見
ら
れ
ま
す
。

親
子
が
い
っ
し
よ
に
な
っ
て

た
こ
づ
く
り
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ミ
二
四
駆
は
大
ぜ
い
の

　
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
う

　
地
域
別
に
見
て
み
ま
す
と
県
外
で

は
、
茨
城
、
埼
玉
県
方
面
の
方
が
特
に

多
い
よ
う
で
す
。
他
に
は
、
東
京
や
千

葉
県
、
群
馬
県
な
ど
の
近
県
の
方
、
神

奈
川
県
や
遠
く
関
西
方
面
の
方
も
来
館

さ
れ
、
県
外
来
館
者
が
約
２
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
野
外
の
方
が
非
常
に
多

い
こ
と
か
ら
、
町
外
に
お
住
ま
い
の
ご

兄
弟
（
特
に
甥
御
さ
ん
や
姪
御
さ
言

言
こ
親
戚
の
方
を
お
も
ち
ゃ
博
物
館
へ

案
内
さ
れ
て
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
町

民
の
方
も
大
ぜ
い
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　
お
も
ち
ゃ
博
物
館
も
ち
ょ
っ
と
考
え

て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
利
用
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。
壬
生
町
の
名
所
の
Ｉ
つ

と
し
て
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

分
か
り
に
く

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、
税
金
に
関

す
る
相
談
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動

的
に
お
答
え
す
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
、

朝
６
時
か
ら
夜
1
2
跡
ま
で
の
間
受
け
付

け
て
お
り
、
日
曜
・
祝
日
で
も
利
用
で

き
ま
ず
。
現
在
は
、
各
税
目
に
わ
た
り

身
近
な
テ
ー
ー
マ
を
中
心
に
広
範
な
項
目

（
６
０
‐
Ｄ
余
項
目
）
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
最
寄
り
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
ヘ
電

話
し
、
案
内
に
従
い
コ
ー
ド
番
号
を
順

番
に
押
し
ま
す
。
（
ま
た
は
ダ
イ
ヤ
ル

を
回
し
ま
す
）
と
解
説
が
流
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
利
用
に
必
要
な
コ
ー
ド
表

は
最
寄
り
の
税
務
署
や
役
場
な
ど
の
窓

口
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
回
答
文
や
コ
ー
ド
表
を
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
《
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
電
語
感
居
》

宇
都
宮
�
０
２
８
（
６
２
７
）
７
７
９
９

　
宍
フ
ァ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
》

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
文
書
回
答
）
を
希
望

｀W「

さ
れ
る
方
は
ヽ
次
の
電
話
番
号
へ
電
話
　
　
８

し
て
く
だ
さ
い
。

　
コ
ー
ド
表
も
入
手
で
き
言
貿
便
利
で
す
。

　
コ
ー
ド
表
の
コ
ー
ド
番
号
０
０
１
０

犬
二
呂
０
４
８
（
６
４
玉
４
４
４
４

東
　
京
０
３
　
（
３
２
１
３
）
　
２
２
２
２

８　　７　，４‥４４４４４・４３３３３２２２・２２疆≧・２ ２・２ ‥１　‥１　１…　・　１　１…１０　　２　　５４４１　１　１　１　３２２２６５２２ ２ １　１　１、０　　８　　２ １　　１　１　１　１
０　　０　　０００５３　１　００５００６０５　１　０１　００２　　０　　３９　　９８２２
４　　０　　２８２２５４２２２８２２２００００５０６　　０　　９５　　００２０

こｺﾞ

j4

災服税け父贈鵬相相相相マ取長譲年源損や収早足滝確なパ続住配け所扶医医
害申務た母与与続続続続イ毎期渡末泉益さ入業頷価定い１き宅偶ら毎養療療
を立署とな税税税し税税ホ黄譲所謂徴通し金主法償申かト　取者れが控黄黄
受で等きどのがのたのが｜と渡得整収算い額がと屈告　収　得特るい除控を
け手ののか計か計土対かムな所のの義　必とし足のを　入　等別かくに除支
だ続処特ら算か算地象かをる毎計住務　要そな率あ間　は　　特控　らつの払
とき分例住とる　家とる売もの算方者　経のけ法ら違　い　別除　まい対
き　に　宅税鋼　屋な場っの税の　と　莫計れにまえ　く　控に　でで象Ξ
の　不　取率合　のる合だ　額仕　は　の算はよした　ら　除つ　な　とた
所　服　毎　　　評死　と　の方　　　矢〔〕なる　と　ま　器い　ら　なと
毎　が　両　　　価亡　き　計＿　　　　識　　ら減　き　で　匹で　配　るき
常?ドも　　リ容認　　　リ　　11UI　雲脂

懸　と　贈　　　　　金　例　　課　　　　　　源却　　　が　た　　控　黄雲
減　　き　与　　　　　　　　　　惣　　　　　　疸　　　　か　め　　除　　控
免　　の　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徴　　　　　　　か　　の　　　が　　　陛

除　　不　　受　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収　　　　　　　ら　　手　　　受　　　ご

項

目



町
臨
時
職
員
募

　
職
種
及
び
募
集
人
員

◇
小
・
中
学
校
給
食
調
理
員

・
町
内
に
居
住
す
る
女
性
で
5
0

　
満
の
方

・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

申
込
方
法

　
申
込
書
に
履
歴
書
を
添
え
て
、

太
田
定
治
氏
（
7
0
歳
）

　
　
　
　
　
　
上
田
１
３
６
２
番
地
３

太
田
氏
は
、

早
稲
田
大
学
専
門
部
面

杉
江
情
氏
（
7
3
歳
）

　
　
　
　
　
落
合
二
丁
目
１
６
番
３
号

　
杉
江
氏
は
、
宇
都
宮
高
等
農
林
学
校

（
現
宇
都
宮
大
学
）
獣
医
学
科
を
卒
業

後
、
農
林
省
馬
事
研
究
所
を
経
て
、
千

葉
県
の
畜
産
試
験
場
で
昭
和
3
0
年
か
ら

場
総
務
部
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（
申
込
書
は
、
１
月
2
7
日
互

か
ら
総
務
部
総
務
課
に
て
配
布
し
ま

す

｀W-ﾉ

受
付
期
間

・
１
月
2
7
貝
月
）
か
ら
２
月
７
目
玉
）

午
前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

玉
・
日
曜
日
、
休
日
は
除
言

科
を
昭
和
2
3
年
に
卒
業
後
、
栃
木
県
に

奉
職
、
昭
和
5
2
年
公
害
対
策
課
長
、
昭

卯
5
3
年
文
書
学
事
課
長
、
昭
和
5
4
年
人

事
課
長
、
昭
和
5
6
年
商
工
労
働
部
長
な

ど
の
県
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和
5
9
年

に
退
職
さ
れ
る
ま
で
地
方
自
治
発
展
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
栃
木
県
中
小
企
業
振
興
セ

ン
タ
ー
理
事
長
を
昭
和
6
2
年
ま
で
務
め

ら
れ
、
現
在
は
、
栃
木
県
経
済
同
友
会

専
務
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
一
一
一
－
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
一
・
・
Ｉ
巻
・
・
巻
ｗ
一
・
ｌ
ｓ
ｓ
ｓ
ｌ
ｌ
－
ｓ
ｌ
－
ｓ
ｓ
ｓ
一
ｓ
ｓ
巻
巻
巻
一
巻
巻
一
一
一
ｓ
ａ
Ｉ
・
一
一
一
一
１
１
－
１
１

家
畜
（
牛
）
の
受
精
卵
移
植
の
研
究
に

取
り
組
み
、
開
腹
手
術
を
せ
ず
に
子
宮

に
管
を
通
し
て
受
精
卵
を
流
し
子
牛
を

誕
生
さ
せ
る
こ
と
に
昭
和
3
9
年
８
月
に

成
功
。
今
で
は
、
こ
の
方
法
は
広
く
普

及
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
胚
移
植
学
会
で
１
９
８
６
年
度

パ
イ
オ
ニ
ア
賞
に
輝
く
な
ど
、
そ
の
功

績
は
世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
平
成
元
年
に
は
紫
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
訂
長
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
』

　
町
自
治
会
連
合
会
（
石
川
昭
三
公
言

と
清
水
町
長
と
の
町
政
懇
談
会
「
町
長

　
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
事
業
の
一

環
と
し
て
国
民
年
金
功
労
者
表
形
式
が

Ｈ
月
1
8
日
、
県
公
館
で
行
わ
れ
、
席
上
、

さ
ん
こ
ん
に
ち
は
」
が
、
Ｈ
月
2
6
日
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
謝
犬
飼
地
区
公
民

館
、
2
8
日
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
稲
葉

地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
は
、
町
か
ら
清
水
町
長
を

け
じ
め
、
福
島
助
役
、
毛
塚
収
入
役
、

総
務
・
民
生
・
経
済
・
建
設
の
４
部

長
、
教
育
次
長
が
出
席
、
各
自
治
会
長

さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
道
路
整
備
や
環
境

問
題
な
ど
生
活
に
直
接
結
び
っ
く
意

見
・
要
望
・
質
問
な
ど
に
町
長
以
下
関

係
部
長
よ
り
回
答
が
な
さ
れ
、
町
発
展

に
つ
な
が
る
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

安
柏
市
乃
さ
ん
（
福
和
田
）
が
県
知
事

か
ら
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
安
柏
さ
ん
は
、
昭
和
5
4
年
よ
り
国
民

安網膜乃さん

年
金
協
力
委
員
と
し
て
年
金
制
度

の
普
及
・
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で

す
。

９



ヽ -

平
成
８
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

第
二
次
審
査
（
県
）
で

　
小
野
真
史
く
ん
（
ほ
生
中
学
卵
）
ほ
か
９
名
が
入
賞

　
明
る
い
選
挙
の
啓
発
運
動
の
一
助
と
す
る
た
め
、
平
成
８
年
度
も
全
国
の

小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
小
・
中
・
高
校
生
か
ら
総
数
４
、
４
１
４
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

第
一
次
審
査
（
市
町
村
）
を
通
過
し
た
７
５
３
点
が
第
二
次
審
査
（
県
）
に

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
２
７
２
点
に
の
ぼ
る
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
優
秀
作
品
2
5
点
が
選
ば
れ
、
第
二
次
審
査
推
薦
作
品
2
0
点
、
下
都
興
郡
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
入
選
作
品
５
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
第
二
次
審
査
の
結
果
、
本
町
の
小
野
真
史
く
ん
（
壬
生
中
学
校
１
年
）
の

作
品
が
優
秀
賞
に
輝
い
た
ほ
か
５
点
が
入
選
、
佳
作
に
４
点
が
選
ば
れ
る
な

ど
、
全
部
で
1
0
点
が
賞
に
入
る
す
ば
ら
し
い
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
二
次
審
査

　
　
　
優
秀
賞
作
品

　壬生中学校１年
小野立史＜ん

⑤
第
二
次
審
査
（
県
）

・
優
言
言

一
人
　
選

　
　
　
タ

　
　
　
ク

　
　
　
ク

　
　
　
ク

小
野
　
宣
］
史
（
壬
生
中
１
年
）

神
水
締
緒
里
（
稲
葉
小
１
年
）

神
水
　
淳
美
（
稲
葉
小
３
言

熊
沼
　
孝
形
（
壬
生
小
４
年
）

渡
漫
　
直
人
（
壬
生
小
４
言

五
十
嵐
純
子
（
大
犬
飼
中
１
年
）

佳
　
作
　
落
合

ク　ク　ク

奥
村

芝
田

安
納

可
織
（
Ｊ
生
田
ふ
阜
）

光
（
睦
小
６
年
）

江
美
（
術
犬
飼
中
本
）

典
子
（
壬
生
中
２
年
）

心

づ
第
一
次
審
査

・
人
　
選
　
加
勝

ククク夕　々　夕　々　タ　ク

（
町
）

匠
（
壬
生
小
３
年
）

水
村
亜
玲
子
（
壬
生
小
６
年
）

柳
田
　
和
也
孚
生
束
ふ
草
）

奥
村
　
哲
平
（
睦
小
１
年
）

早
乙
女
真
弓
（
稲
簸
小
６
言

篠
原
　
美
保
（
奈
川
ふ
２
年
）

寺
内
　
香
織
宝
生
中
２
年
）

山
崎
　
美
幸
（
所
大
別
中
３
年
）

鶴
見
　
紗
希
（
内
欠
刻
中
３
年
）

西
島
　
祐
実
（
所
大
別
中
３
年
）

∩
下
都
賀
郡
町
村

　
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

・
入
　
選
　
下
森
　
董
一
（
壬
生
小
５
言

擁
々クク

田
中
　
美
穂
（
安
塚
小
―
言

桧
本
校
里
子
（
安
塚
小
６
言

出
井
　
宏
美
平
生
中
３
言を＼合

れ
、
そ
の
功
績
が

、
中
嶋
文
一
郎
さ

Ｈ
月
2
0
日
、
宇
都
宮

ク

荒
井
芽
久
美
（
南
天
利
害
年
）

一 一 -- 一 一一 一- 一 一 一 一

10

一 一



隷
｀
康
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
ふ
石

一

　
第
５
回
壬
生
町
健
康
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
が
Ｈ
月
2
4
日
、
町
総
合
運
動
場
を

発
着
点
と
す
る
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
快
晴
に
恵
ま
れ
た
大
会
に
は
、
町
内

に
在
住
・
在
勤
の
小
学
生
か
ら
社
会
人

ま
で
の
２
２
６
選
手
が
出
場
。
5
4
組
が

参
加
し
た
親
子
ペ
ア
２
幽
を
は
じ
め
、

小
学
生
・
中
学
生
・
一
般
の
男
女
（
３

５
幽
）
の
８
部
門
に
自
慢
の
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

　
競
技
成
績
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　『｀
……

ブラー　　　　尚ｷﾞﾑ湊……ふ

L

I………ﾄﾞ☆二]

朧:］]訃りﾐﾐ=匹｡,………諭池谷鉛しご………

1……i'回で臼(,ｍ齢標註回………n゛lUH7

で゛｀……fご尚更l匯ぎ1－溜]。
腸r

..

h

‘1-頌・－･……ミy

M｀jﾆ
ｼ

?1'

?§?11

゛|………，E俯翫,ｽﾞ－づi‥,･ﾆ､,，
1

鸚＼リ賢吾廻‥瀕u………J･ |･　』

蔽‰万感自胆海豹感端居9,匯乙………,ﾚi聯

J
V

々匹…………,,ﾐjjjiにi_－　　・詣朧。-l匹回.^,,回,､ga､、
て;4八白一諾逼　－　　　･……'･|………霞台頭頭韻詰尚尚診

元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト
す
る

親
子
ペ
ア
レ
ー
ス

◇
男
　
子

「
小
学
生
３
1
1
1
」

１
　
位
〈
ロ
ー
分
田
秒
〉

　
　
　
鈴
本
　
孝
紀
年
生
来
小
６
年
）

【
中
学
生
５
�
】

１
　
位
〈
1
6
分
3
2
秒
〉

　
　
　
高
橋
　
宗
介
毎
犬
飼
中
３
年
）

Ｆ･･９

一

１

　
般
５
』
」

位
〈
1
6
分

3
7
秒
〉

高
橋
　
勝
則
（
六
美
町
北
部
）

Ｆ一＝９

一

１

般
（
恕
威
以
上
）
３
』
】

位
〈
1
0
分
3
2
秒
〉

　
松
島
文
夫
（
栃
木
市

◇
女
　
子

【
小
学
生
３
幽
】

Ｉ
　
位
〈
1
2
分
2
8
秒
〉

　
）

節
水
　
明
日
香
平
生
家
小
５

年

心/

【
中
学
生
３
1
1
一

１
　
位
〈
1
2
分
３
１
秒
〉

　
　
　
松
井
　
友
香
（
南
犬
飼
中
―
午

は
次
の
５
点
で
す
。

リ
つ
時
は
、
販
売
業

ぺ
名
、
商
品
等
の
種

に
す
る
た
め
で
あ
る

い
と
断
っ
た
人

て
は
い
け
な
い
。

い
の
行
為
な
ど

がなし

８　い才た

次
に
、
連
鎖
販
売
取
引
と
は
、

Ｆ＝＝・

一

１

　
般
３
幽
】

位
〈
1
3
分
5
9
秒
〉

　
片
山
　
し
げ
子
こ
ハ
美
災
活
．
）

◇
親
子
ペ
ア
２
�

１
　
位
〈
８
分
2
4
秒
〉

　
　
鈴
木
　
義
和
玉
美
町
南
部
第
二

　
　
　
　
　
知
昭
（
壬
生
東
小
３
年
）

紹
介
や
商
品
の

な
改
正
点
は
次

－
リ
ン
グ
・
オ

1
4
日
閣
か
ら
2
0

う対　゜
す象

の
占
一
が
介

の
主
な
内

合
せ
先

木
県
消
費
生
】

�
０
２
８
（
６
６

す
。
こ
の

し
新
規
会

応
じ
リ
ベ

で
す
。

間
が
現
行

延
長
さ
れ

れ
た
訪
問

－７
７
４
４

１１



い∇応1

　
　
「
私
は
、
毎
朝
６
時
に
は
必
ず
起
床
、

妻
と
一
緒
に
店
の
手
伝
い
を
し
て
、
適

当
に
体
を
動
か
し
て
い
る
の
が
健
康
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

一

秘
訣
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
い
う
土

橋
さ
ん
ご
夫
妻
。

　
秀
男
さ
ん
は
、
栃
木
市
犬
塚
町
の
出

密達者　　ソ

カッフル加

上表町
土橋

稲葉小学校5年

　　楡　木　崇　仁

秀男さん(８５)

貞子さん(ワワ)夫妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
柁

アウトドアを楽しめる家庭を持ちたい

　　　　　　平野三丁目　　中村　陽子さん

　　「福祉関係の仕事に興味を持っていた関係で看

護婦さんの仕事を選びました」という陽子さん。

　現在は、リハビリ関係の看護婦さんとして活躍

されています。将来は、訪問看護の仕事をやって

いきたいということです。

　　「休日には、海が好きなので、海を見にドライ

ブに出揖けることが多い」という彼女、「夢は、家

族一緒にアウトドアライフを楽しめる家庭を持つ

ことです」と笑顔で答えてくれました。

｢運動会｣

　　稲葉小学校２年

　　　　大　島　麻　希

覗
◎
⑩
昌

12



ふれあ
国
谷
駅
か
ら
母
校
へ
凱
旋
パ
レ
ー
ド

身
で
、
昭
和
元
年
に
国
府
北
尋
常
高
等

小
学
校
高
等
科
を
卒
業
後
、
東
京
の
精

首
斬
ベ
ー
カ
リ
ー
に
勤
務
。
横
浜
市
生

ま
れ
で
、
昭
和
７
年
に
京
洋
尋
常
高
等

小
学
校
を
卒
業
後
、
同
じ
く
精
首
斬
ベ

ー
カ
リ
ー
に
務
め
て
い
た
貞
子
さ
ん
と

昭
和
Ｈ
年
に
結
婚
。
結
婚
を
契
機
に
お

二
人
で
渋
谷
区
に
ｊ
ｌ
ヒ
ー
園
こ
ざ

開
店
、
昭
和
1
7
年
３
月
に
召
集
を
受
け

る
ま
で
営
業
さ
れ
ま
し
た
。

　
館
山
航
空
隊
で
終
戦
を
迎
え
た
後
、

フ
グ
調
理
師
第
１
号
の
資
格
を
生
か
し
、

お
二
人
で
渋
谷
区
に
フ
グ
料
理
店
を
開

店
、
昭
和
3
0
年
に
壬
生
へ
越
し
て
く
る

ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
壬
生
に
住
ま

わ
れ
て
か
ら
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

や
友
人
で
あ
る
沃
田
勝
彦
さ
ん
命
名
の

喫
茶
店
ご
フ
ン
デ
ヴ
ー
こ
ざ
お
二
人
で

賄
っ
て
き
ま
し
た
。

　
秀
男
さ
ん
は
、
今
ま
で
に
自
治
会
活

動
や
交
通
安
全
活
動
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、

匍
年
間
無
事
故
・
無
違
反
を
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
秀
男
さ
ん
の
趣
味
は
、
書
画
、
骨
董

品
の
収
集
の
ほ
か
、
風
景
や
花
な
ど
の

水
彩
画
を
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
貞
子
さ
ん
は
、
生
け
花
を
楽
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
お
二
人
の
楽
し
み
は
と
尋
ね
ま
す
と

「
友
人
と
の
旅
行
や
孫
と
い
っ
し
ょ
に

い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
で
す
ね
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第
１
０
回
栃
木
県
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

兼
第
ア
回
関
東
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
栃
木
県
予
選
会

壬
生
東
ク
ラ
ブ
が
県
大
会
初
優
勝

　
栃
木
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
、
下
野

新
聞
社
主
催
の
第
1
0
回
栃
木
県
小
学
生

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
兼
第
７

回
関
東
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

抜
大
会
栃
木
県
予
選
会
が
Ｈ
月
９
日
・

1
0
日
・
1
7
日
の
３
日
間
、
宇
都
宮
市
柳

田
緑
地
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い

て
、
県
内
か
ら
2
1
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
町
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
壬
生
東
ク
ラ
ブ
が
出
場
、
準
決
勝
ま

で
の
３
試
合
を
危
な
げ
な
く
勝
ち
進

み
、
田
沼
町
の
山
園
ソ
フ
ト
と
の
準
決

勝
も
３
対
１
と
こ
れ
を
退
け
決
勝
戦
へ

駒
を
進
め
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
小
山
市
の
羽
西
ク
ィ
ー

ン
ズ
と
対
戦
、
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
を

発
揮
し
７
対
６
で
競
り
勝
ち
、
壬
生
町

へ
初
の
優
勝
旗
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
ク
ラ
ブ
は
、
来
年
５
月
に

東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
関
東
選
抜
大
会

へ
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

｀ -

チピッ子アルバム

祥平ちやル(２歳・前)

(六美町北部)

恭平ちや/｡(2歳・後)牡(2歳･中央)･貴洋ち社(臓左)泰洋ちぺ(8歳･右)
あきひろ
陽洋ち

　　（父）新村　勝己さん

　　（母）々　　久代さん

お母さんから一言

(六美町謝部第づ

兄弟、仲良く元気に育ってね。

　　（父）岡野　清隆さん

　　（母）ク　美砂さん

お母さんから一言

　いつまでも３人なかよく！

「チビッ子アルバム」に出てくれるお子さんを募集していますよご希望の方は、写真に簡単なメッセージを添えて

町総務部企画財政課広報広聴係（�８２－１２３４　内線212）までお送りください。13



他
91
1
言
言
素
願
偏

　
駅
東
自
治
会
（
伊
藤
贈
一
会
長
）
総

八
目
安
全
部
主
催
に
よ
る
防
災
訓
練
が
Ｈ

月
１
７
口
、
駅
東
児
童
公
園
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
季

節
を
迎
え
、
住
居
が
密
集
す
る
当
地
区

の
状
況
を
踏
ま
え
、
日
中
留
守
を
守
る

女
性
を
対
象
に
初
期
消
火
訓
練
や
応
急

手
当
の
方
法
を
学
ぼ
う
と
初
め
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　
訓
練
に
は
、
奥
様
方
の
ほ
か
犬
ぜ
い

の
ご
主
人
方
も
参
加
さ
れ
消
防
組
合
壬

生
分
署
の
職
員
の
指
導
に
よ
り
、
人
工

呼
吸
に
よ
る
心
肺
蘇
生
渋
や
テ
ン
プ
ラ

な
べ
に
火
が
入
っ
た
と
き
の
消
火
方

法
、
消
火
器
の
取
扱
方
法
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
同
自
治
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
春
・

秋
の
火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ
、
こ
の

よ
う
な
訓
練
を
実
施
し
て
ゆ
き
た
い
と

の
こ
と
で
す
。

宇
都
宮
市
在
住
の
人
見
守
豊
氏
か
ら

Ｈ
月
1
4
日
、
漆
芸
家
・
故
人
見
賊
民
氏

の
作
品
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
２
冊
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
は
「
昭
和

天
皇
獣
上
品
・
彫
漆
硯
筥
」
（
写
真
左
）
、

「
貞
明
皇
后
御
買
上
元
図
小
筥
」
及
び

現
在
人
見
城
民
記
令
室
に
展
示
し
て
あ

る
「
彫
漆
沈
金
六
角
盆
」
（
氏
寄
贈
品
）

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
２
冊
と
も
人
見

城
民
の
作
品
を
知
る
う
え
で
極
め
て
貴

重
な
資
料
で
す
。

　
今
後
、
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・
人
見

賊
民
記
念
室
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

示
川
言
射
影
翁
蓉
回
背

　
束
下
合
自
治
会
（
言
語
章
雄
会
長
）

で
は
Ｈ
月
1
0
日
、
第
２
回
フ
ァ
ミ
リ
ー

'心／

体
育
祭
を
町
南
部
運
動
場
で
行
い
、
家

族
連
れ
を
中
心
と
し
た
自
治
会
員
約
４

０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
会
員
の
健
康
増
進
や
お
互

い
の
交
流
を
図
り
、
明
る
く
住
み
よ
い

自
治
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
３
年

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
日

は
、
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の
対
抗
戦

が
行
わ
れ
、
ム
カ
デ
競
争
や
土
入
れ
、

チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
に
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
一
日
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
親
睦
と
団
結
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
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　11月9・10日の両日、六美町文化祭が六美

会館で行われ、絵画、書道、生花、盆栽、写

真、短歌、俳句など約１ ６０点が展示され、

来館された多くの観覧者の目を楽しませてい
ました。

　
第
４
四
六
美
町
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
犬
合
が
Ｈ
月
1
0
日
、
六

美
町
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
六
美
町
内
の

３
自
治
会
、
あ
け
ぼ
の
会
、

婦
人
会
、
子
供
育
成
合
、
六

美
会
な
ど
か
ら
Ｈ
チ
ー
ム
約

8
0
名
が
参
加
、
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
成
績

優
　
勝
　
あ
け
ぽ
の
会
Ｂ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
六
美
会
Ｂ
チ
ー
ム

六美会館主催



　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
育
成
会
（
金

田
孝
雄
会
長
）
主
催
の
第
2
6
回
青
少
年

健
全
育
成
剣
道
錬
成
大
会
が
1
0
月
2
0

日
、
壬
生
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

町
内
の
剣
道
教
室
を
は
じ
め
、
石
橋
、

小
山
な
ど
の
近
隣
市
町
の
剣
道
教
室
か

ら
小
・
中
学
生
約
３
０
０
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
同
育
成
会
三
上
段
市
師

範
か
ら
剣
士
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て

の
講
話
の
後
、
個
人
戦
９
種
目
、
団
体

戦
２
種
目
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
の
鍛
練

の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

熱
戦
を
展
開
し
た
錬
成
大
会

J

　
　
　
）

【
６
年
生
男
子
】

優
勝
金
田
　
孝
一
　
（
壬
生
剣
）

準
優
勝
　
犬
島
　
栄
二
（
石
　
剣
）

【
中
学
生
女
子
一

優
勝
刑
場
章
子
（
南
犬
飼
中
）

準
優
勝
　
福
富
　
薫
　
（
壬
生
中
）

「
中
学
生
男
子
」

優
勝
柿
沼
雄
三
（
南
天
剣
士

準
優
勝
　
浅
利
圭
介
（
　
々
　
　
）

◇
団
　
体

【
小
学
生
一

優
　
勝
　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
石
橋
町
剣
道
育
成
会

【
中
学
生
】

優
　
勝
　
南
犬
飼
中
学
校

町
文
化
祭
作
品
よ
り

短
　
　
歌

コ
ン
バ
イ
ン
の
音
ひ
び
き
く
る
昼
の

駅
わ
れ
一
人
来
る
電
車
入
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
正
敏

半
世
紀
す
ぎ
た
る
今
も
厨
に
て

妻
が
口
ず
さ
む
「
勝
利
の
日
ま
で
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
壮

平
成
の
世
に
エ
イ
ズ
と
か
オ
ウ
ム
と

か
恐
ろ
し
き
こ
と
次
々
お
こ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
老
沼
勘
一

会
釈
も
せ
ず
当
然
の
顔
し
て
疾
り
過

ぐ
自
輔
車
お
り
て
除
け
て
や
り
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
茂
弥

俳
　
　
句

動
か
ね
ば
羅
漢
に
な
る
よ
深
む
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
竹
　
二
Ｉ

高
原
の
牛
の
背
洗
う
萩
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ

逢
い
た
い
と
メ
モ
添
良
縁
に
栗
包
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
津
　
ハ
ナ

古
刹
な
る
墓
に
横
文
字
桜
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

15

〔
〕
ま
レ
兼
Ｏ

◇
個
　
人

「
初
心
者
の
部
」

優
　
勝
　
鰹
沼
　
卓
也
（
壬
生
剣
）

準
優
勝
　
千
葉
　
冬
偉
（
　
ク
　
）

【
３
・
４
年
生
女
子
】

優
　
勝
　
小
黒
　
茉
弥
半
生
剣
）

準
優
勝
　
白
石
　
加
奈
子
（
ク
）

「
５
・
６
年
生
女
子
」

優
　
勝
　
舟
生
　
夏
季
（
石
　
剣
）

準
優
勝
　
根
本
　
さ
つ
き
⊇
）

【
３
年
生
以
下
男
子
】

優
勝
高
久
裕
紀
宝
生
鯛
）

準
優
勝
水
村
雅
之
（
善
心
言

【
４
年
生
男
子
】

優
　
勝
　
大
粟
　
雅
規
（
壬
生
鯛
）

準
優
勝
鈴
水
稲
大
（
　
÷
　
）

【
５
年
生
男
子
】

優
勝
館
野
祐
介
（
石
鯛
）

準
優
勝
　
阿
南
隼
人
（
　
ク
　
）

て

第
Ｄ
一
回
壬
生
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
　
大
会
が
１
１
月
1
0
目
・
1
7
口
の
両
日
、
南
　
　
犬
飼
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
町
内

外
か
ら
男
子
１
２
チ
ー
ム
、
女
子
６
チ
ー

ム
が
参
加
し
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　
成
　
績

【
男
子
の
部
】

優
　
勝
　
て
ま
り
チ
ー
ム

準
優
勝
　
壬
生
体
協
チ
ー
ム

三
　
位
　
佐
野
日
天
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム

【
女
子
の
部
】

優
　
勝
　
壬
生
体
協
チ
ー
ム

準
優
勝
　
西
方
チ
ー
ム

三
　
位
　
都
賀
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
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「太陽に吠えろ／」「裸の大将」

　　日本脚本家連盟会員

が寅

脊日

「ルパン三世」執筆者

題｢変わる人権啓発｣～映画の現場から～

時　平収９年２月１日(土)

　　映画｢小さな指輪｣牛後１時30分～

　　講演　午後２時30分～

昔会　　場　壬生中央公民館・研修室

昔入場無料

《プロフィール》

　昭和23年６月28日生まれ

　昭和45年　中央大学中退

　昭和48年　脚本家小川英既に師事

　　　　　　同年『太陽に吠えろ目でデビュー

現在、テレビドラマ・子供向け番組や映画の執筆活動と幅広く活躍中。

《主な執筆作品》

○テレビ（１時間ドラマ）

○テレビ

○テレビ

『太陽に吠えろ目『俺たちは天使だ』『爆走ドーペルマン刑事』『姿三四郎』『スケバン刑事』『裸の大将』

『西部警察』『遠山の金さん』『銭形平次』『ルパン三世』『暴れん坊将軍』『長七郎江戸日記』他多数

（２時間ドラマ）　『幼な妻』『乙女白書』『包丁人昧平』『黒晰蝿』他多数

（子供向け30分番組）『仮面ライダーブラック』『特救指令ソルブレイン』『恐竜戦隊ジュウレンジャー』

　　　　　　　　　　　　『五星戦隊ダイレンジャー』『忍者戦隊カクレンジャー』他多数

○映画『旅芝居行進曲』(松竹)『仮面ライダーＺＯ』(東映)

　　　　　　　　　　　　　　　　『父ちゃんと僕たちのスクラム』(東映)

ＯＶシネ『蒼き狼たち』『アディオス･デスパラード』

　　　　　　　『閤金の帝王銀と金』

○同和問題啓発映画『新たなる出発』(埼玉県)『希望への道』(埼玉県)

　　　　　　　　　　　　　『青春ヘキック』(大阪府)

　　　　　　　　　　　　　『父の一番長い日』(大阪府)

　　　　　　　　　　　　　『波きらめく時』(徳島県)

　　　　　　　　　　　　　『小さな指輪』(名古屋市)その他多数

●
町
県
民
税
（
４
期
）

●
国
民
年
金
（
１
月
分
）

　
　
　
　
（
納
期
限
１
月
3
1
日
）

　
納
期
限
間
際
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。
早
め

に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

＠
　
　
付
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

合
１
万
円
①
　
　
　
　
㈱
新
優
本
店
様

合
１
万
円
⑤
　
　
㈱
ニ
コ
ス
フ
ー
ズ
様

合
３
千
７
８
２
円
②

　
　
日
本
赤
十
字
壬
生
分
区
奉
仕
団
様

合
１
千
円
①
　
　
　
　
江
田
　
久
雄
様

合
１
万
円
⑧

　
壬
生
地
区
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
縁

合
３
万
円
⑤

　
　
　
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
縁

合
１
万
円
⑥
　
　
　
壬
生
町
婦
人
会
様

合
１
万
円
⑨
　
壬
生
町
陶
芸
ク
ラ
ブ
様

合
１
万
円
⑦
　
　
　
日
光
彫
壬
彫
会
縁

合
３
千
円
⑤
　
壬
生
町
ひ
ま
わ
り
会
拝

金
５
千
円
⑩
壬
生
町
消
費
老
友
の
会
拝

金
５
千
円
②

　
千
生
町
シ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
刃
物
研
庖
同
様

金
５
万
円
⑥

　
　
猫
協
医
科
大
学
病
院
看
康
郎
拝

金
３
千
６
０
０
円
②
　
粂
川
カ
ツ
エ
様

金
５
千
円
⑥
　
　
　
墨
絵
講
座
一
同
様

金
７
千
１
５
２
円
⑦

　
　
　
　
壬
生
町
民
生
委
員
協
議
会
縁

合
１
万
円
②

　
南
犬
飼
地
区
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
縁

合
２
万
円
①

　
上
稲
葉
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
会
様

金
１
万
円
④
　
壬
生
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
様

金
１
万
円
⑩

　
　
　
　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
拝

金
１
万
円
④

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ユ
ー
カ
リ
様

金
４
千
６
２
９
円
⑤

　
　
　
　
ａ
ｍ
・
ｐ
ｍ
壬
生
本
丸
店
様

金
１
万
３
千
７
円
⑤
東
武
交
株
大
会
社
禄
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